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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・Drへ情報提供する際は、電子カルテの報告を飛ばすが、同時に付箋機能も利用していく。
・八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場

・8/1（水）16:30～東北メディカル学院の教員が訪問予定で慶長JGM対応する。

・患者動静報告には、簡潔かつ通所スタッフ以外の誰でも分かるように記載すること。
・青風荘　間山氏から7/28（土）公益財団法人こころすこやか財団主催のすこやか祭りでポケネットを使用したいため、7/26（木）13時に借りにくるとのこと。

【研修案内】
・第3回院内研修　7/18（水）17:30～18:30　場所：メンタル病棟3階会議室

テーマ：｢接遇・クレーム対応｣　（実技グループワーク）講師：神TOL

[外部研修]

・高齢者疾患のトータルケアについて考える会
7/24（火）18：45～　場所：八戸パークホテル　地階　マグノリア
・地域で暮らしを支える生活支援サービス活動
みんなで楽しくつながろう！あいらぶ末広楽市楽茶
7/21（土）14：00～15：30（会場13：30）　場所：こころすこやか会館
事前申し込み締め切り7/11（水）定員60名程度　参加無料
認知症対応型通所介護（結び屋）まで、連絡かFAX申込み（参加申し込み書あり）

→締め切りを過ぎているが、参加者募集中のため直前の参加希望でも良いとのこと

・リカバリー全国フォーラム2018

9/16（日）9：30～17：40・9/17（月）9：00～16：40　参加費10,000円

場所：帝京平成大学池袋キャンパス本館

【各種締切】
・7/20（金）プログラムテキスト

・8月　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～薬の空包を確認し、今朝まで全て揃っている。額に多量の汗をかいているため、体調確認すると「大丈夫。家は西日で暑いから、窓開けて扇風機で過ごしているよ」と話している。気温の変化が大きいため体調を崩さないよう伝えている。
・成田　早希　様～久しぶりの来所。最近の状況について確認すると「苛々して携帯電話を投げることがある」と話している。苛々の原因として、「家で妹が苛々して、私に当たってくるから。妹が苛々していると『こっちも苛々する』と言ってしまって…言い過ぎたかなあ」と話すことから、自分が思っていることをはっきり言うことも必要であると伝えている。
・二川目　健治様～本日来所しており、本人希望でスタッフとの面談を実施。7/13当院受診しているが、7/15から気分の落ち込みがあり、どこにも行きたくないという気持ちが強く、仕事を休むことが多くなったため、本日急遽主治医との面談を希望したとのこと。気分の落ち込み以外の症状はないが、理由について身に覚えがなくわからないとのこと。仕事について夏場は外での草刈り作業が多いことや、元々の作業内容が大変で疲れるため、他事業所を検討しているとのこと。一般就労を希望していることから、まずは体調を整えてから今後について主治医へ相談のうえ相談支援専門員と検討していくよう伝えている。
・板橋　雅勝　様～先週末に若干の跛行があったため、体調確認すると渋々「痛風で足が痛い」と話す。右足第1趾内側から足背にかけて発赤があるが、内服薬の服用の継続や食事内容に気を付けているとのこと。次回の主治医面談時に相談するよう助言している。
・鈴木　碧　　様～本日13時から体験利用を実施予定。
・竹洞　総子　様～ここ1か月以上デイケアを欠席していることから、今後の利用について確認。「デイケアの必要性を感じておらず、やめたい気持ちは変わらない」と話す。主治医からデイケアは一旦利用中止し、訪問看護ステーション五福、地域生活支援センター青明舎、当院外来で支援していくよう指示があり、本人へ伝えている。デイケアの利用希望があった際には再度連絡いただくこととし本日でデイケア利用中止となる。
・淡路　智恵子様～突然スタッフに「働こうと思っています。煙草代にしようと思って」と話している。上記発言のきっかけは昨日特定利用者から就労について話を聞いた後からのようだ。今後の言動に注意していく。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青山荘から情報提供があり、昨日帰荘後に表情の硬さや外を気にし落ち着かない様子が見られていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、昨晩や今朝に眩暈や頭痛があり、頭痛が持続していると話している。頭痛は前頭部に生じているとのことで、バイタルサインは、血圧170/102ｍｍHg、脈拍77回/分、体温35.9℃。不調を感じた際には無理せず相談するよう促している。12：30「頭が痛いので、静養室で休みたい」と話すことがあり、バイタルサインは、血圧142/90mmHg、脈拍86回/分、体温36.1℃。静養室にて休養している。
・馬渡　武光　様～青風荘から情報提供がある。昨日八戸泌尿器科医院を受診し、特に異常はなく、前回と同じ内容で60日分の服薬が処方されたとのこと。また、尿検査の結果、尿糖の値が3+から1+に改善していたとのこと。次回受診は9/10の週を予定している。
・稲垣　ふき　様～青風荘から情報提供があり、昨日帰荘後に吹き出し笑いをすることや、怒ることはないが過剰に反応することが見られていたとのこと。また、排便が3日なかったためシンラックを10滴服用。本日のデイナイトケアでは、膝の痛みを訴えラジオ体操を休んでいることがあるが、筋力トレーニングには参加している。表情穏やかに各種プログラムに参加しており、吹き出し笑いや過剰な反応は見られない。排便はなく、腹痛等の訴えもない。
ナイトケア
・若松　邦生　様～来所時に疲れた表情をしていることから、体調確認すると「一昨日、昨日と引っ越しの準備をして疲れた」と話している。以後ぼんやりとした表情でテレビを見ているが身体不調等の訴えはなく、時間終了まで落ち着いて過ごしている。普段よりスタッフへの話し掛けは少ない。
・村上　元道　様～グループホーム世話人　白石氏から情報提供がある。昨日、母のケース会議を実施（参加者：本人、母、妹、南郷地区　高齢者支援センターゆとり職員、八戸高齢福祉課　安田氏、生活福祉課職員、グループホーム世話人　山口氏・白石氏）。ケース内容として、弟が同居している母へ暴言を吐くことや、夜中に「農作物を収穫しろ」と起こす等行動を強いることがあり、今後弟と離れて母が暮らす場所について検討。結果として、収穫期であるお盆を過ぎてから持家を出て八戸市内で単身生活をすることとし、八戸高齢福祉課や生活福祉課が援助していく予定となっている。今後、弟と上記内容について話し合う予定だが、家族間での話し合いは上手くいかないことが考えられるため、職員による介入を検討しているとのこと。最近、母や弟と同居を始めた妹は“働けるようになったら持家を出る”と話し、本人は「母の主援助者として支援する」と話している。しかし、新しいグループホームへの引っ越しや就労による疲労感の訴えや気分の高揚が認められ病状は安定しておらず、主援助者になるには難しいことが考えられる。今後、精神症状の観察を行い、上記内容や身体不調の訴えがあった際には適時対応し関係機関へ情報提供していく。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　鈴木　真知子　様）

実施日：H30年7月18日（水）13：30～14：00

担当：工藤

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	鈴木真知子
	性別
	女
	年齢
	56
	生年月日
	昭和37年4月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・疾病への理解、服薬の習慣化

・病状、生活リズムの安定（共同生活でのマナーを覚える）

・対人交流技能の向上

	本人希望
	お家に帰りたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　6回（最終：H29年7月14日～H29年8月25日　　青南病院）

	通所歴
	1回目：平成H26年1月14日～H29年7月13日（週5回）

2回目：平成H29年8月28日～現在　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
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・保護者は長姉（看護師）

・入院前に同居していたのは次兄、次姉。次姉は精神科疾患がある。

・兄弟は治療に非協力的で、本人に無関心である。

・浪費があり、本人が母様の貯金を使ってしまったことがある。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	受給要件なし
	他H26.1.14～生活保護受給


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、青風荘での生活を維持しながらデイナイトケアへ通所する。
	①自分の体調に気をつけ、排便状況を自分で把握することができる。
	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	①体調不良を訴えた際はバイタル測定を行い確認。また、排便の有無を確認する。

	
	②デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	②プログラムに休まず参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	②帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認し適宜アドバイスを行う。

	
	③スタッフに指摘されたことは、直ぐに行動し直すことが出来る。
	③自分のロッカーの整理やコップを綺麗に保つ。
	③帰荘時、本人のロッカーの整理、コップが綺麗に保たれているか確認する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不調をスタッフに伝えられるようになる。また、便秘の際には、最後の排便がいつかスタッフに伝えられるようになる。
	・青風荘から情報提供があり、最近血圧高値が続いているとのこと。以前から帰宅要求は聞かれていたが、6月から頻回に「青陽館をやめたい」「家に帰りたい」「仕事がしたい」と話し、金銭の自己管理や貯金がしたいことを話している。また、静養室で休養を希望することが頻回となっており、理由を尋ねると、「頭が痛い」「吐き気がする」と話しており、血圧測定を実施すると、収縮期が180～190台、拡張期が100～110台のため休養している。また、「不安がある」と話しており、「家に帰りたいだけなのに」「我慢しているの」と涙目で訴えることがある。

・病状については、閉眼したまま険しい表情や空笑、独語が見られている。おそらく幻聴はあるが、それによっての行動化は見られていない。
・排便については、便秘はないとのこと。時折、下痢になることがあると話している。
	以前はスタッフからの声掛けで、不調を訴えることがあったが、最近は自分から不調を訴えることがある。不調時は、独語が聞かれており、飲水量が多い。発言内容が乏しいため、スタッフから聞きだし不調の状態を把握していく。目標を継続とする。

	②プログラムに休ます参加する。プログラムに参加したくない時にはスタッフに伝える。
	・不調時は、プログラム不参加となっている。1日椅子に座って過ごすことや、トイレに籠り独語がある。
・通所の必要性を感じておらず、本人希望は家に帰りたいと話すが、面談を通して話しを傾聴することで落ち着くことができている。家族は自宅での生活に対して拒否見られており、（病状悪化への懸念等）している状況。
	・不調時はトイレに籠もることがありプログラムには、途中退席している。今後もスタッフへ伝えられるよう声掛けをしていく（目標継続とする）。
また、現在の生活が維持でき、生きがいとなるものや興味を持てるものに向かって、少しずつ取り組めるようサポートを続ける必要がある。

	③自分のロッカーの清掃、コップを綺麗に保つ。
	・ロッカーは週末に見せてもらうが、綺麗にすることができている。コップもスタッフの声掛けで洗っている。
	現在はロッカーを綺麗に保つことができており、コップも洗うようになっている。今後も精神症状の観察を行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、青風荘での生活を維持しながらデイナイトケアへ通所する。
	①自分の体調に気をつけ、自分で把握することができる。
	①不調をスタッフに伝えられるようになる。
	1 調不良を訴えた際はバイタル測定を行い確認。また、排便の有無を確認する。
精神面での不調の際は、話を傾聴し、病状悪化を防ぐ。
精神症状との関連性の視点で多飲水はないか行動を観察していく。

	
	②デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	②プログラムに休まず参加する。プログラムに不参加となる際はスタッフに伝える。
	②帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認し、適宜アドバイスを行う。


帰宅要求に対しての今後の対応

以前から帰宅要求があったが、ここ1か月で頻回に帰宅要求がある。本人より長姉に連絡するが、「電話に出てくれない」「ガチャ切りされる」と話している。青風荘より情報提供があり、長姉は、本人と極力連絡や関わりをもちたくないと話していたとのこと。

青風荘では、定期的な外出（ファッションセンターしまむら等）やレクリエーションで気を紛らわすようにし対応している。また、スタッフ介入面では生活指導をメインに行っているとのこと。

デイナイトケアでは、面談を通して、帰宅要求を傾聴しており、家に帰り仕事がしたいという思いがあるため、通所リハビリテーションの利用目的を伝えている。また、以前青陽館周辺の散策中に、「具合が悪いことを先生に話すと入院させられるかもしれないから話さない」と話していたとのことで、今後、自分の思いを話せるような安心できる関係の構築を図っていき、併せて行動に移す前に思いを傾聴できるよう関わっていく。

「家に帰りたい」という思いを溜め込みすぎて、以前にも何回か行動に移すことがあったことから、自分の思いを表現できる場所を提供していく。

↑保護者














